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（論文内容の要旨） 
 
研究目的 
 中国の北宋、南宋、いわゆる両宋時代の絵画について概観する時、李唐は、承前啓後の重要な位置を
占める画家として知られている。しかしながら、李唐絵画の特徴を定義付けることは容易ではない。そ
の理由には、李唐の作品が北宋、南宋の二つの時代に跨がって制作されていること、また、作品の真偽
性が定かではなく、その画風には多くの差異があること、さらに制作年代を判断するために重要な彩色
などの技法についても、経年変化によって画面が暗く変色していることから、その詳細を知ることが困
難であることなどが挙げられる。 
 本研究では、李唐の代表作品「萬壑松風図」（以下本図と略す）の想定復元模写を通して、当時用いら
れた材料と技法を分析し、また本図に特徴的な青緑彩色の技法を明らかにすることによって、李唐の画
風を検証する。さらに科学的な調査によって本図の制作年代を技法から裏付け、再確認することを目的
とする。 
 
本図について 
 台北故宮博物院の三宝の一つとして知られる本図は、署名によって制作年代や作者が特定できるが、
構図的な感性などが同時代の他作品とはかけ離れている。特に本図と同様の大尺幅の作品の中には共通
した特徴を持つ作例が認めらないことから、本図の制作年代およびその描法や彩色法について疑問を呈
し、本図を南宋時代もしくはさらに時代の下がる作品であるとする論考や、本図が草稿あるいは下書き
である可能性を指摘し、李唐の完成作品であることを疑問視する説があるなど、本作品に関しては、様々
な見解が認められ定説を見ない。 
 その原因については、本作品は経年変化によって絹本の材質が変化し、画面全体の色が暗く変色して
いることや、作品への影響を考慮して展示の際に照明を制限していることなど様々な事情が重なって目
視での調査が困難であったことが考えられる。また、北宋時代に描かれた貴重な現存作品であることに
加え、非常に著名な画家の作品でもあり、その希少性から詳細な調査が困難であったこともその理由の
一つとして挙げられるであろう。 
 このようなことから、本図の研究は、印刷物を通して行うのが専らであった。しかし、この方法では、
    
 
顔料か染料かを見分けたり、絹本の絹の太さを判断するなど本図の詳細を知るには限界があった。 
 
研究方法 
 これまでの本図の研究方法は、画風の比較によるものが中心であるが、作品の真偽を判断するために
は、さらに作品に表れた時代の風格や特徴を判断することが重要であると筆者は考えている。また、作
品制作には、それぞれの時代背景が大きく影響を及ぼす。作者の所属する流派や同時代の制作者との関
わりなどから、作品には時代的な共通性が見て取れ、その時代固有の風格が特徴として表れるものであ
ろう。この共通性には、他の時代とは相容れない個人の嗜好、流派、生活環境、履歴、学識、教養、絵
画材料の違い、さらには筆使い、色使いの習慣など、様々な要因が関係している。これらが相俟って風
格として形成され作品が表現される。従って、古い作品を研究する場合には、復元模写の制作を通して、
時代の風格や特徴を検証することも有効な手段の一つといえるであろう。 
 また、2003年に故宮博物院の所蔵する作品から、真筆ではなく模写であると疑われる作品が発見され
たのを機に、2004年より東京文化財研究所と共同で、いくつかの重要作品に対して一連の光学調査が行
われるようになった。本図も調査の対象となり、初めて大規模な科学測定が実施され、数種類の光学調
査が行われた。その結果、特定部分で大量の顔料と染料を使用した「青緑彩色」の痕跡が発見された。 
 本研究では、この調査結果をもとに蓼藍、木藍、山藍 、インド藍と墨と藤黄による彩色サンプルを作
り、さらにそれらを単色か混色（草汁）で使用した場合の発色と沈澱の状態を詳細に分析した。また、
基本の背景色の他に様々な緑青と墨や岱赭との相性の比較検討を行った。このような想定復元模写によ
って本図の制作工程を辿り、描かれた当初の姿を具現化することで、北宋末の「青緑山水」における、
顔料同士の混色や、顔料と染料の混色、顔料と染料の重色など、彩色技法や制作工程の工夫、そしてそ
の効果について具体的に明らかにした。 
 
結論 
 想定復元模写を通して本図は空間表現に大変優れた山水画法で描かれていることが理解できた。これ
までの研究では墨による遠近法にのみ着目されてきたが、染料による遠近法を試みた結果、李唐の制作
した時代の風格や特徴を表すものが提示できたと考える。さらにこれによって、経年変化により暗く変
色し目視で確認することが困難であった本図の全体像が明らかになった。また、本図における「青緑彩
色」表現が再現されたことによって、細部まで詳細に確認できるようになった。画中の年記「宣和甲辰」
（宣和６年〔1124〕）の示す通り、李唐が北宋時代の徽宗朝で所属していた画院時代の作品であることが
その技法から証明できたと思われる。 
 筆者は本研究を通して、李唐は正に風格を持ち合わせた真の芸術家であることを実感した。こうした
技法の分析は、当時の作者の意図とその表現効果を明らかにし、本図から南宋以降の青緑山水画法の変
遷について、新たな視点を提示すると共に、本図の価値を再評価することにつながるであろう。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、北宋後期～南宋初期に活躍した画院画家の李唐が落款にある「宣和甲辰」（６年－1124）の
春に描いたとされる台北・故宮博物院所蔵の「萬壑松風図」について、青緑山水の技法と表現効果を明
らかにすべく光学的調査に基づき実技的な見地から行った想定復元模写の制作過程を論述したものであ
る。 
 本論文は、序論、第１章・「萬壑松風図」についての美術史的考察 第２章・彩色技法と青緑色表現に
ついて 第３章・作品調査 第４章・「萬壑松風図」の想定復元模写、結論の構成からなる。現在、「萬
壑松風図」は墨一色の感が強く、先行研究では水墨淡彩と見做されているが、この従来の見解に対して
    
 
本論文では、光学的調査によって「粗い顆粒石緑の着色」が初めて確認され、また特定の箇所に染料が
使用されていることも明らかになったことから、「萬壑松風図」が主に墨や代赭を基本の下地とし、その
上に岩絵具の群青や緑青で彩色を施す「大青緑山水」と水墨を基本の下地の色とし、その上に藤黄や藍
などの植物性の染料で青緑色を表現する「小青緑山水」の双方の混用技法が使用されていることを解明
したことは高く評価される。なお、想定復元模写では、染料についてサンプルを制作、検討し、「萬壑松
風図」が画面の下辺から上へ「淡緑から淡茶」に組み上げられていると同時に右辺から左へ「淡茶から
淡緑」に塗り分け画面が構成されるなど優れた空間表現が明白に実見でき、画中の年記も当初のものと
され、今後「萬壑松風図」に対する新しい見方ができるようになったことも研究成果としてあげられる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 北宋の作家、李唐の作品の特徴を定義つけることは、経年変化によって画面が黒変しているため非常
に困難であった。そこで今回李唐の代表作「萬壑松風図」の材料と技法を解明するために想定復元模写
を行った。その結果から北宋末の「青緑山水」における顔料同士の混色や、顔料と染料の混色、顔料と
染料の重色、彩色技法や制作工程の工夫が、実際に模写をしてみることにより解明できた点は、高く評
価できる。特に作者は台湾出身のため学生時代から毛筆の経験が豊富で、線を描きわけることができた
事が、今回の復元に大いに役に立った。そして線描だけでは描ききれなかった樹木と背景の風景の位置
関係を、緑青の彩色により表現できた事は画期的であった。この事により本図が空間表現に優れた山水
画法で描かれていることを証明できた。そういう意味では、今後本作品を研究する上で想定復元模写作
品は貴重な参考資料になりうるものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は、台湾故宮博物院の宝物として名高い「萬壑松風図」の彩色技法を解明することに挑んだ研
究である。現在では経年変化による黒化と褪色が著しい本図の青緑彩色表現を高精細画像と材料研究の
成果から推定し、同寸同質の想定復元模写として提示した。高度な水墨表現と多様な材料による彩色表
現が併用された復元図の制作は、両表現各々に秀でた画力を要するものであり、台湾で水墨画を学び、
日本で日本画を学んだ申請書でこそ遂げ得たものと言える。本研究の成果は、今後の李唐研究や宋代山
水画研究に寄与するばかりでなく、今日では分離したジャンルとなっている水墨画と彩色画の関係を再
構築する上でも大きな意義を持つものとして高く評価できる。 
 
 
